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  東日本大震災の発生から時間が経過する中、全国各地で台風・豪雨・地震など 

様々な災害が多発しています。 

本防災ゲームは、『暮らしに合わせて備える』『困ったときには助け合う』その 

ような災害からの教訓を、子どもから大人まで、体験を通じて学び・考えてい 

ただけることを目指し、宮城県内外で福祉・防災活動に取り組む皆さんと、東日本大震災当時に経験したこと

を振り返りながら作成しました。 

ご注文にあたって ※詳細はホームページをご確認ください。 

◎ご注文の際は下記ホームページよりお申し込みください。 

※販売価格…持ち出し品ゲーム：税込 3,300 円 防災すごろく：税込 6,600 円 

郵送の場合は送料を実費で頂戴しております。 

※このゲームは、学校の授業や地域の出前講座等で教材としてご活用いただくことを前提として制作しております。 

◎ご購入前の体験を随時受け付けております。ゲームのルール、実施のポイント、活用事例等をご紹介します。 

※ご購入の皆さまに、体験会でのご説明内容と同内容の動画の視聴 URL をお送りいたします。 

◎防災講座等への講師派遣も随時受け付けております（派遣規程に基づき謝金および旅費が発生いたします）。 

◎このゲームを許可なく複製・転売・二次利用すること、また収益活動において使用することを禁じます。 

ご案内 

 

 

非常用持ち出し品について、必要なものは一人ひとり異なることを学び、 

自分は何を備えておくと良いかを考えることのできる内容となっています。 

カードゲーム形式で、学校の授業や地域の出前講座などでも取り入れやすい 

よう、45 分以内で実施できる内容となっています。 

持ち出し品ゲーム「これ持ってぐ～
G o o d

！」 

 

 

災害に対して必要な備えや、災害時の助け合い＝自分の持っているものが誰 

かを支える力になること・支え合って乗り越えていくことの大切さを学ぶ内 

容となっています。発災前から始まり、災害発生後は家のまわり・避難所・ 

災害ボランティアセンターをまわって、「げんきカード」を集めていきます。 

防災すごろく「助け合ってご～
G o

！」 

くらしの学びサポートオフィス HumanBeing 

宮城県を拠点に、福祉・防災学習の実践や推進、地域福祉活動（平時・災害時）の推進、 

ボランティア活動のコーディネート等に取り組んでいます。 

企画・販売 

〒984-0826 宮城県仙台市若林区若林 4-1-28 C-201 

電 話…080-1811-6568 メール…info@officehb.net 

ホームページ…https://www.officehb.net/ 



 

＼こんな場面でご活用いただいています！／ 

 

たとえば… 

南三陸町社会福祉協議会(宮城県) 

防災ワークショップ＠みなみさんりく 

 

 

 

 

災害はその時だけのものではなく、平時からのつな

がりが大事！というキーワードで地域に出前講座

をお届けしています。とりわけ防災に対しては、属

性や年齢、家族・生活状況により必要なものが異な

る事をふまえ、日頃の備えの重要性を再確認するこ

とができました。まじめな講座よりも身近なゲーム

を通して体験できたことが、楽しく学べたコツだっ

たように思います。 

現在は大人向けのワークショップがメインですが、

今後は子どもたちへの防災意識を高めながら、命を

守るつながりの輪を広げていきたいです。 

【南三陸町社会福祉協議会 髙橋吏佳さん】 

七戸町社会福祉協議会(青森県) 

子ども福祉体験スクール２０２２ 

 

 

 

 

夏休みに開催している「子ども福祉体験スクール」。

2022年度のテーマは防災にしました。防災のお話を

聞いたり、防災クッキングに取り組んだ後、非常用

持出品の入ったリュックを背負って防災障害物リ

レーにチャレンジ！その後、リュックに入っている

持出品の他に自分が避難する時に持っていきたい

ものを考えてみよう、と呼びかけて、持ち出し品ゲ

ーム「これ持ってぐ～！」を実施しました。 

ゲームの内容を参考に、自分が持っていきたいもの

を一生懸命考えている姿が印象的でした。大人でも

楽しめる内容なので、地域に広めていきたいです。 

【七戸町社会福祉協議会 小笠原みなみさん】 

岩沼市社会福祉協議会(宮城県) 

新入職員研修会での学び・交流 

 

 

 

 

新年度が始まり新入職員が入職した際の研修会で、

顔合わせと交流を兼ねて、防災ゲーム体験を行いま

した。最初は緊張感がありましたが、ゲームが進ん

でいくうちに雰囲気もほぐれ、交流の良いきっかけ

になりました。また社協の活動について、地域の福

祉力を高める様々な取り組み方があることを知っ

てもらう機会にもなったと感じています。体験した

職員からは「初対面の人もいましたが、防災ゲーム

を通して交流が深まり、楽しく研修を進められまし

た。」といった感想がきかれました。今後地域や学校

でも活用していきたいと考えています。 

【岩沼市社会福祉協議会 諏江伸さん】 

「くらしのまなびつうしん」でも活用例などご紹介しております。（ホームページに掲載） 

活用法や講師派遣のご相談にも応じますので気軽にお問い合わせください。 


